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11．CAT(シマジン)
使用量およびその推移

使用量は原体 61t 及び製剤 15t(1999 年)で前年は原体 67t 及び製剤 30t であった。製剤の有効
成分含有率が不明であるため、比較はできなかった。

環境中濃度に関する規制
    0.003mg/Ｌ(地下浸透水：水濁法、環境基準（水質、地下水）：環境基本法、水質基準：水道法)
    0.003mg/Ｌ検液（環境基準（土壌）：環境基本法）
    0.003mg/Ｌ試料（非水溶無機･建設汚泥）（海洋投入判定基準：廃掃法）
    0.03mg/Ｌ(排水基準：水濁法、特定事業所排除基準：下水法、放流水基準：下水法、埋立余
              水排水基準：海防法、船舶排水基準：海防法、ゴルフ場農薬暫定指針値）
    0.03mg/Ｌ試料(廃酸・廃アルカリ）（海洋投入判定基準：廃掃法、埋立判定基準：海防法）
    0.03mg/Ｌ検液（埋立処分判定基準：廃掃法）
    0.03mg/Ｌ検液（水底土砂、汚泥）（埋立判定基準：海防法）
    0.03mg/kg試料（有機汚泥）（海洋投入判定基準：廃掃法）
    1.5mg/kg試料(洋上焼却基準：海防法）

1． 全国一斉調査結果
１．１． 平成１０年度

 調査区分  調査名  検出した試料数
 ／調査試料数

 検出濃度範囲

 農薬等の環境残留実態調査（第一回）  4/249  ND(<0.05)–0.21μg/Ｌ
 農薬等の環境残留実態調査（第二回）  2/249  ND(<0.05)–0.08μg/Ｌ
 農薬等の環境残留実態調査（第三回）  1/249  ND(<0.05)–0.06μg/Ｌ
 野生生物影響実態調査（コイ）  0/6  ND(<0.05)μg/Ｌ

 水質調査

 野生生物影響実態調査（カエル類）  0/19  ND(<0.02)μg/Ｌ
 農薬等の環境残留実態調査  0/94  ND(<10)μg/kg
 野生生物影響実態調査（コイ）  0/8  ND(<5)μg/kg

 底質調査

 野生生物影響実態調査（カエル類）  0/12  ND(<0.7-3.5)μg/kg
 農薬等の環境残留実態調査  3/94  ND(<1)–77μg/kg 土壌調査
 野生生物影響実態調査（カエル類）  0/7  ND(<0.7-1.2)μg/kg

 水生生物調査
 （魚類）

 農薬等の環境残留実態調査  0/48  ND(<2)μg/kg

 影響実態調査（コイ）  0/145  ND(<1)μg/kg
 影響実態調査（カエル類）  0/80  ND(<0.5-3)μg/kg
 影響実態調査（ドバト）  0/31  ND(<0.5-2)μg/kg
 影響実態調査（アカネズミ）  0/30  ND(<1-2.5)μg/kg

 野生生物調査

 影響実態調査（タヌキ）  0/15  ND(<2-50)μg/kg
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2． 国内の過去の測定値
 調査区分  調査名 検出した試料数

／調査試料数
検出濃度範囲

水質調査 全国公共用水域水質年鑑 5/53123 ND(<3)－5.4μg/L
化学物質と環境 3/75 ND(<0.02-2)－0.04μg/L

底質調査 化学物質と環境 0/72 ND(<8.6-100)μg/kg
 

3． 海外の汚染水域での測定値
 海外の汚染水域での測定値は得られなかった。

 

4． 内分泌攪乱作用を示すと疑われた結果の報告（生体内試験、水中濃度）
 内分泌攪乱作用を示すと疑われた結果の報告（生体内試験、水中濃度）は得られ

なかった。なお、内分泌攪乱作用に関する試験管内試験の報告は得られている。

 

5． まとめ
平成 10 年度の水質及び土壌調査の一部で検出された。
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12．ヘキサクロロシクロヘキサン(HCH)
使用量およびその推移
農薬登録失効・販売禁止（1971年農薬法）
原体使用量は 2,200t(1971年)で前年(2,300t)と比較して減少傾向であった。

環境中濃度に関する規制
    環境中濃度に関する規制はない。

1． 全国一斉調査結果
１．１． 平成１２年度

調査区分 調査名 異性体名 検出した試料数
／調査試料数

検出濃度範囲

α-HCH 12/30 ND(<0.08-1.7)－1.6μg/kg
β-HCH 24/30 ND(<0.42-3.5)－35μg/kg
γ-HCH 3/30 ND(<0.06-1.7)－0.25μg/kg
δ-HCH 0/30 ND(<0.1-2.5)μg/kg

影響実態調査
（カワウ）

HCHの合計 30/30 0.54－36μg/kg
α-HCH 49/90 ND(<0.17-7.8)－3.1μg/kg
β-HCH 87/90 ND(<3.1)－85μg/kg
γ-HCH 49/90 ND(<0.16-12)－5μg/kg

影響実態調査
（カワウ卵）

δ-HCH 3/90 ND(<0.21-14)－0.64μg/kg
α-HCH 6/44 ND(<0.13-2.4)－0.96μg/kg
β-HCH 37/44 ND(<0.37-5)－140μg/kg
γ-HCH 2/44 ND(<0.12-2.3)－0.29μg/kg

影響実態調査
（猛禽類）

δ-HCH 0/44 ND(<0.19-32)μg/kg
α-HCH 0/6 ND(<0.16-0.33)μg/kg
β-HCH 6/6 38－110μg/kg
γ-HCH 0/6 ND(<0.15-0.32)μg/kg

野生生物調査

影響実態調査
（猛禽類卵）

δ-HCH 0/6 ND(<0.23-0.49)μg/kg
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１．２． 平成１０年度

 調査区分  調査名  異性体名  検出した試料
数/調査試料数

 検出濃度範囲

 HCH(α)  0/249  ND(<0.05)μg/Ｌ
 HCH (β)  0/249  ND(<0.05)μg/Ｌ
 HCH (γ)  0/249  ND(<0.05)μg/Ｌ
 HCH (δ)  0/249  ND(<0.05)μg/Ｌ

 農薬等の環境残留実態調査
（第一回）

 HCHの合計  0/249  ND
 HCH (α)  0/6  ND(<0.025)μg/Ｌ
 HCH (β)  0/6  ND(<0.025)μg/Ｌ

 野生生物影響実態調査
 （コイ）

 HCHの合計  0/6  ND
 HCH (α)  0/19  ND(<0.03)μg/Ｌ
 HCH (β)  0/19  ND(<0.03)μg/Ｌ
 HCH (γ)  0/19  ND(<0.03)μg/Ｌ
 HCH (δ)  0/19  ND(<0.03)μg/Ｌ

 水質調査

 野生生物影響実態調査
 （カエル類）

 HCHの合計  0/19  ND
 HCH (α)  0/94  ND(<10)μg/kg
 HCH (β)  0/94  ND(<10)μg/kg
 HCH (γ)  0/94  ND(<10)μg/kg
 HCH (δ)  0/94  ND(<10)μg/kg

 農薬等の環境残留実態調査

 HCHの合計  0/94  ND
 HCH (α)  0/8  ND(<5)μg/kg
 HCH (β)  0/8  ND(<5)μg/kg

 野生生物影響実態調査
 （コイ）

 HCHの合計  0/8  ND
 HCH (α)  0/12  ND(<5)μg/kg
 HCH (β)  0/12  ND(<5)μg/kg
 HCH (γ)  0/12  ND(<5)μg/kg
 HCH (δ)  0/12  ND(<5)μg/kg

 底質調査

 野生生物影響実態調査
 （カエル類）

 HCHの合計  0/12  ND
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 調査区分  調査名  異性体名  検出した試料数

 ／調査試料数
 検出濃度範囲

 HCH (α)  0/94  ND(<5)μg/kg
 HCH (β)  1/94  ND(<5)–10μg/kg
 HCH (γ)  0/94  ND(<5)μg/kg
 HCH (δ)  0/94  ND(<5)μg/kg

 農薬等の環境残留
実態調査

 HCHの合計  1/94  ND–10μg/kg
 HCH (α)  0/7  ND(<5)μg/kg
 HCH (β)  0/7  ND(<5)μg/kg
 HCH (γ)  0/7  ND(<5)μg/kg
 HCH (δ)  0/7  ND(<5)μg/kg

 土壌調査

 野生生物影響実態
調査（カエル類）

 HCHの合計  0/7  ND
 HCH (α)  0/48  ND(<5)μg/kg
 HCH (β)  0/48  ND(<5)μg/kg
 HCH (γ)  0/48  ND(<5)μg/kg
 HCH (δ)  0/48  ND(<5)μg/kg

 水生生物調査
（魚類）
 

 農薬等の環境残留
実態調査

 HCHの合計  0/48  ND
 HCH (α)  1/145  ND(<5)–6.0μg/kg
 HCH (β)  0/145  ND(<5)μg/kg
 HCH (γ)  0/145  ND(<5)μg/kg
 HCH (δ)  0/145  ND(<5)μg/kg

 影響実態調査
 （コイ）

 HCHの合計  1/145  ND–6.0μg/kg
 HCH (α)  1/80  ND(<2-5)–5μg/kg
 HCH (β)  0/80  ND(<2-5)μg/kg
 HCH (γ)  0/80  ND(<2-5)μg/kg
 HCH (δ)  1/80  ND(<2-5)–5μg/kg

 影響実態調査
 （カエル類）

 HCHの合計  2/80  ND–5μg/kg
 HCH (α)  21/26  ND(<5-10)–192μg/kg
 HCH (β)  25/26  ND(<10)–2,330μg/kg
 HCH (γ)  6/26  ND(<10)–30μg/kg
 HCH (δ)  0/26  ND(<10)μg/kg

 影響実態調査
 （クジラ類）

 HCHの合計  25/26  ND–2,357μg/kg
 HCH (α)  19/19  13–91μg/kg
 HCH (β)  15/19  ND(<10)–560μg/kg
 HCH (γ)  0/19  ND(<10)μg/kg
 HCH (δ)  0/19  ND(<10)μg/kg

 影響実態調査
 （アザラシ類）

 HCHの合計  19/19  15–630μg/kg
 HCH (α)  0/32  ND(<2)μg/kg
 HCH (β)  7/32  ND(<2)–10μg/kg
 HCH (γ)  0/32  ND(<2)μg/kg
 HCH (δ)  0/32  ND(<2)μg/kg

 野生生物調査
 

 影響実態調査
 （ドバト）

 HCHの合計  7/32  ND–10μg/kg



55

 
 調査区分  調査名  異性体名  検出した試料数

 ／調査試料数
 検出濃度範囲

 HCH (α)  0/26  ND(<2)μg/kg
 HCH (β)  25/26  ND(<2)–35μg/kg
 HCH (γ)  0/26  ND(<2)μg/kg
 HCH (δ)  0/26  ND(<2)μg/kg

 影響実態調査
 （トビ）

 HCHの合計  25/26  ND–35μg/kg
 HCH (α)  0/5  ND(<2)μg/kg
 HCH (β)  1/5  ND(<2)–3μg/kg
 HCH (γ)  0/5  ND(<2)μg/kg
 HCH (δ)  0/5  ND(<2)μg/kg

 影響実態調査
 （シマフクロウ）

 HCHの合計  1/5  ND–3μg/kg
 HCH (α)  0/30  ND(<2-10)μg/kg
 HCH (β)  26/30  ND(<2-10)–297μg/kg
 HCH (γ)  0/30  ND(<2-10)μg/kg
 HCH (δ)  0/30  ND(<2-10)μg/kg

 影響実態調査
 （猛禽類）

 HCHの合計  26/30  ND–297μg/kg
 HCH (α)  0/30  ND(<2-4)μg/kg
 HCH (β)  0/30  ND(<2-4)μg/kg
 HCH (γ)  0/30  ND(<2-4)μg/kg
 HCH (δ)  0/30  ND(<2-4)μg/kg

 影響実態調査
 （アカネズミ）

 HCHの合計  0/30  ND
 HCH (α)  0/41  ND(<2-4)μg/kg
 HCH (β)  24/41  ND(<2-4)–20μg/kg
 HCH (γ)  0/41  ND(<2-4)μg/kg
 HCH (δ)  0/41  ND(<2-4)μg/kg

 影響実態調査
 （ニホンザル）

 HCHの合計  24/41  ND–20μg/kg
 HCH (α)  0/17  ND(<2-5)μg/kg
 HCH (β)  0/17  ND(<2-5)μg/kg
 HCH (γ)  0/17  ND(<2-5)μg/kg
 HCH (δ)  0/17  ND(<2-5)μg/kg

 影響実態調査
 （クマ類）

 HCHの合計  0/17  ND
 HCH (α)  0/15  ND(<2-8)μg/kg
 HCH (β)  8/15  ND(<2-8)–54μg/kg
 HCH (γ)  0/15  ND(<2-8)μg/kg
 HCH (δ)  0/15  ND(<2-8)μg/kg

 野生生物調査
 

 影響実態調査
 （タヌキ）

 HCHの合計  8/15  ND–54μg/kg
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2． 国内の過去の測定値
調査区分 異性体名 検出した試料数

／調査試料数
検出濃度範囲

 HCH (α) 6/300 ND(<0.01-0.1)－0.1μg/L
 HCH (β) 9/299 ND(<0.01-0.1)－0.045μg/L
 HCH (γ) 0/60 ND(<0.1)μg/L

水質調査

 HCH (δ) 0/60 ND(<0.1)μg/L
 HCH (α) 36/335 ND(<1-10)－10μg/kg
 HCH (β) 48/299 ND(<1-10)－50μg/kg
 HCH (γ) 9/60 ND(<10)－10μg/kg

底質調査

 HCH (δ) 4/60 ND(<10)－10μg/kg
 HCH (α) 507/1,261 ND(<1-20)－24μg/kg
 HCH (β) 397/1,191 ND(<1-10)－76μg/kg
 HCH (γ) 178/1,191 ND(<1-5)－13μg/kg
 HCH (δ) 6/911 ND(<1-6)－3μg/kg

水生生物調査
（魚類）

 総HCH 174/465 ND(<1)－20μg/kg
 HCH (α) 174/461 ND(<1)－45μg/kg
 HCH (β) 91/431 ND(<1)－26μg/kg
 HCH (γ) 91/461 ND(<1)－18μg/kg
 HCH (δ) 1/311 ND(<1)－2μg/kg

水生生物調査
（貝類）

 総HCH 44/166 ND(<1)－12μg/kg
 HCH (α) 70/182 ND(<1)－43μg/kg
 HCH (β) 177/182 ND(<1)－103μg/kg
 HCH (γ) 28/172 ND(<1)－11μg/kg
 HCH (δ) 5/137 ND(<1)－5μg/kg

水生生物調査
（鳥類）

 総HCH 60/70 ND(<1)－53μg/kg
 

3． 海外の汚染水域での測定値
 調査区分  調査場所  異性体名  検出濃度範囲

 HCH (α)  0.4158–23.98ng/L
 23.98ng/Lは、1987年スペリオール湖での測定値 1)

 水質調査
 

 五大湖
 

 HCH (γ)  0.108–59.58ng/L
 59.58ng/Lは、1990年オンタリオ湖での測定値 1)

 HCH (β)  1.5–1.6μg/kg
 1.6μg/kgは、1982年オンタリオ湖での測定値 2)

 底質調査  五大湖

 HCH (γ)  1.1μg/kg
 1.1μg/kgは、1982年オンタリオ湖での測定値 2)
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 調査区分  調査場所  異性体名  検出濃度範囲

 HCH (α)  ND(<50)–97μg/kg
 97μg/kg は、1983 年オンタリオ湖で採集されたマス類
Lake trout(Salvelinus namaycush)での測定値 3)

 HCH (β)  ND(<0.3-1)–13μg/kg
 13μg/kgは、1982年オンタリオ湖で採集されたニシン類
Alewife(Alosa pseudoharengus)での測定値 4)

 五大湖
 

 HCH (γ)  ND(<0.4-5)–26μg/kg
 26μg/kg は、1983 年ミシガン湖で採集された Rock
bass(Ambloplites rupestris)での測定値 3)

 バルト海  HCH (γ)  1μg/kg
 1μg/kgは、1977-83年バルト海で採集されたアカガレイ
類(Hippoglossoides platessoides)での測定値 5)

 魚類調査
 

 北海  HCH (γ)  3–80μg/kg
 80μg/kg は、Elbe estuary で採集されたカレイ類
(Platichthys flesus)での測定値 6)

 

4． 内分泌攪乱作用を示すと疑われた結果の報告（生体内試験、水中濃度）
異性体名 作用濃度 作用内容
HCH (β) 32μg/L* 3ヶ月間曝露後、グッピー(Poecilia reticulata)の稚魚でビ

テロジェニンの生成が、また雄メダカ(Oryzias latipes)で
精巣内卵が認められた濃度 7)

8,000μg/L** 28日間の曝露後、ナマズ類(Heteropneustes fossilis)の雌
で血漿中トリヨードサイロニン(T3)値、サイロキシン(T4)
値、T3/T4比の変化が認められた濃度 8)

HCH (γ)

200μg/L** ４～５日間の曝露期間中のオオミジンコ (Daphnia
magna)の脱皮に影響を与えなかった濃度 9)

        *この作用濃度は信頼性がやや低かった。

        **この作用濃度は信頼性が低かった。

        なお、HCH (β)及び HCH (γ)については内分泌攪乱作用に関する試験管内試験
        の報告も得られている。
        
5． まとめ

野生生物調査の一部で検出された。野生生物調査（猛禽類）で測定されたβ-HCH
の最高値 140μg/kgは、平成 10年度の最高値 297μg/kg（猛禽類）を下回ってい
た。なお、平成 10年度の土壌及び野生生物調査の一部で検出された。
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